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英国の休暇

英国では産業革命以後、「労働Jとし、う慨念に大きな変化が生まれた。それに伴い、労働者

に対する規律が重要な牒題となっていった。定時に始業 ・終業するという時間による労働者

の支配は、労働時間以外の時間、すなわち生活や娯楽時間に対する規律も含んでいた。これ

は 「生活の全体に合理的な規律を課すこと」が「優秀な労働力を創出することができるJと

考えられたためである l。こうした余暇の合理化のために、農村社会に伝統的に存在した娯

楽や祝祭行事が減少され、 rr粗野な』労働者階級を組織化されたリクリエーションで教化す
るJ考えが広まっていったのである九 一方、 19世紀に入ると労働も合理化されて労働時聞

が減っていく。専門的職業を持つ者は 1840年代から土曜日午後が休みとなり、 1890年代に

はほとんどの労働者の土曜日が半ドンとなった。さらに 1871年には法定休日であるパンク ・

ホリディの法案が通り、 イングランドとウエーJレズでは聖金曜日、ク リスマスに加えて新た

に4日の祝日が制定された 3。

「労働Jと「余暇Jの制度化が進むなか、行楽地の選択も制度化されていく。中・上流階

級が心身の健康を求めてこぞって温泉から海浜へと向かったことは別のところですでに論じ

た九こうした流行が、自由な余暇を手に入れた一般の労働者へ伝播するのに時間はかから

なかった。鉄道網の大幅な艶備が大泉の行楽に拍車をかける要因であったことは言うまでも

ないだろう。

ジョン ・アーリ (JohnUrry)が指嫡するように、海浜リゾートとは r19世紀の産業化の

特別な側面であり、娯楽は新興の組織化された大規模な産業労働者階級に基盤を置く社会の

中で組織化され構造化されるという新しい様式の成長から発生したJものだったのである九

本論では、 19世紀の英国労働者がどのような余暇を求めて海浜へ向かうことになったのか、

さらに、英国海浜リゾートが娯楽用にどのようにデザインされたのかを慨観したい。

ランカシャー綿織物工場労働者の休暇

海浜リゾートが一般大衆相手のビジネスとして成立するためには、行楽客が日帰りではな

く滞在宅Fとなることが必盟だった。ランカシャーの糾織物工場労働Sは近郊の海浜リゾート
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発展の条件を英国でいち早く満たしていた 6。ランカシャー綿織物労働者(成人男性)の賃

金がとりわけ高かったわけではない。ジョン・ウオノレトン (JohnWalton)によれば、女や

子どもが働きやすかったことや彼らの労働賃金が比較的良いことから、家族単位として考え

るとランカシャー労働者の収入は良かったようだ。 19世紀になると貯金と相互保険の制度も

うまく運用されていた。遊興のためにあるいはいざというときのための保険機能としても、

彼らの倹約精神は十分に熔われていたのである。

ランカシャ一地域には休暇制度を導入しやすい風土もあった。ウォノレトンが説明するよう

に、雇用者にとり、慣習となっている祝日に工場全体を休業する方が夏の問絶えず欠勤され

るよりも良かったし、契約期間の休日を遵守させるのにも有利だったのである九 「ウェイク

ス ・ウィークJという 1週間単位の休暇を全国に先駆けて導入されることになったのもこの

地域だった。ウェイク(ス)(Wake(s))とは、英国国教会において教区教会の守護聖人を祝

う徹夜祭の風習である。宗教改革後、過激なピューリタン主義の影響でさまざまな娯楽が禁

じられた折、カトリックの祝祭行事だけでなく、英国国教会のウェイクまでも禁止の対象と

なった。とくにカトリック勢力が残存していたイングランド北部ランカシャ一地区では、祝

祭が厳しく禁じられた。あまりの過激なピューリタンの行動を制するため、 1618年、ジェイ

ムズ1世が合法的娯楽を妨げることを禁じる布告を発し、ウェイクなど祝祭的娯楽を認めた

経緯があった 8。

19世紀にはウェイクの休暇中、ランカシャーの綿織物地峻住民がそろって行楽に出かけ、

町が空っぽになってしまうこともあったらしい九それにしても休暇先がなぜ海浜なのであ

ろうか。これはおそらく中産階級の海浜ブームの影響や交通の使の良さが理由なのであろう

し、また海の空間が広大であるため、さまざまな階級の人々に開放されているからであろう

か 10。労働者が規律ある生活を送るなかで、飲酒や血なまぐさいスポーツに興じる習慣から

「道理をわきまえたリクリエーションJへと変わっていくのは自然の成り行きだった 11。そ

して職住が緊密な環境において 「道端、日曜学校、パプ、スポーツクラブで計画されたJ海

浜旅行となれば、有無をいわさず全員参加が原則となるのも当然だろう 120 19世紀後半、労

働者が健康に良いとされる海で休暇を過ごすこと、しかも休暇の旅は共同体で集団となって

楽しむことがきわめて一般的になっていったのである。

海浜リゾートの発展

英国にはゆるやかな丘陵から浜辺へ続く海浜が多い。上流階級のための海浜リゾートとし

て早い段階に発展した所として南海岸のプライトヘノレムストン(Brighthelmstone.19世紀に

Brightonとなる)がある。しかしここが温泉地パースの人気を凌ぐのは19世紀半ばを過ぎて

からである。ロンドン近郊ではマーゲイト (Margate)が庶民の海浜リゾートとして先陣を

切った。18世紀の後半、ロンドンからの行楽客はテムズ川を小型帆船(後に蒸気船)でマー

グイトを訪れた。プライトンもマーゲイトも海浜リゾートとして本格的に発展をしたのは鉄



英国近代ツーリズム(その2) 一英国海浜リゾート 27 

道網の発達によるものであった。

ベンジャミン・ピ-Jレ(BenjaminBeale)発明によるビール式水浴馬車(BathingMachine) 

が1754年に初めて登場したのはマーゲイトだった。以後、水浴馬車は19世紀英国海浜の象徴

的景観のーっとなる。海浜の人気の度合は水浴馬車の数によって推し量ることができたほど

だった。さらに海浜に無くてはならないものといえばロパとイソギンチャクだった。当時の

浜辺にはロパに乗るものもいれば、イソギンチャクを保集して楽しむものもいた。実は18世

紀の終わりごろから19世紀半ばにかけ、海浜地ではイソギンチャクや貝や海藻などの熱狂的

採集ブームがあったのである13。

遊歩桟橋や娯楽施設が造られるのにはまだ聞がある1850年代、海浜リゾートにはすでにか

なりの客が訪れていた。パンチ ・アンド ・ジュディの人形劇、プラス ・バンド演奏、演芸な

どで各地の海辺は賑わいを見せていた。当時イギリス旅行中のアメリカ人作家ホーソーン

(Nathaniel Hawthorne 1804-64)は、サウスポー トの浜辺がし、かに騒然としていたかを次

のように日記に記している。

f朝から夜まで手回しオ/レガン弾きが次々とやってきて慾の下でひっきりなしに弾き

続けている。ファゴットを持ち猿を連れた男は客から小銭をもらうと感謝して帽子を

とる。歌手たちは歩き回りながらギター片手に歌う。ハイランドのパグパイプ奏者は

調子っばずれの音を絞り出し、傍らでハイランドの娘がホーンパイプ踊りを踊ってい

る。パンチとジュディの人形芝居もある。ょうするに、イギリスに横行しているあり

とあらゆる放浪の類が集まっているのだ。J(1857年6月21日 日曜日)14

ホーソーンもプラス ・バンドに言及しているが、これは各海浜リゾートの風物だった。ラ

ムズゲイ 卜(Ramsgate)肪問中のカーライル夫人 (JaneWelsh Carlyle 1801・66)も 「プ

ラス ・バンドは朝食中ずっと演奏するし、日中にも演奏を繰り返しているJとその騒音ぶり

を夫に書き送っている15。リゾートでのプラス ・バンド演奏は南東海浜でも見られたが、実

際には北部の文化だった16。

海浜は、海そのものに加えて、砂浜のオープン ・スペース、遊歩桟僑、海岸沿いの遊歩道

などさまざまな娯楽の可能性を持っている。急増する行楽客のニーズに合うように、海浜は

徐々に整備されていったのである。

遊歩桟橋建設プーム

桟橋 (pier)は、潮の子i前に関わらず、船舶をつないで荷物の積み下ろしゃ人々の采下船

を容易に行うために造られた建造物である。桟橋がない時代には下船した後、 岸まで水の中

や泥i寧を歩いて渡ったものである 170 19世紀になると行楽客による突堤の散策が流行した。

ジェーン ・オースティン(JaneAusten 1775-1817)が1815年-16年に執筆した『説件』
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(Persuasion)の中には、登場人物たちがイギリス南部の海岸ライム・リージス(LymeRegis) 

の突堤を散歩する件がある。夏になると水裕装置で活気づくという湾の描写の後、 「町の象

徴である突堤、古い不思議な景観と新しく作られたものJとライム・リージスの観光名所を

紹介している 18。この海浜にはアルフレッド・テニスン(A1fred Tennyson 1809・92)、トマス ・

ノ、ーディ(Thomas Hardy 1840・1928)、ベアトリクス・ポター(BeatrixPotter 1866・1943)

も滞在した。

こうして、乗下船のためだけでなく行楽客の散策用にも利用される遊歩桟僑 (Pleasure

pier)が登場することになった。行楽客に料金を眼した最初の桟備は、ワイト島のライド (the

Isle ofWight， Ryde)である。1813年から1814年に建設された全長1250フィート (380メー

トル)の桟繍には、入り口に料金所、所々に屋根付きの待合所を設けたが、それ以外の娯楽

的要素はまったくなかった。この桟備の先端に小さな休息所ができたのは1842年になってか

らである。1823年に完成したプライトンのチェーン桟矯は乗下船用と行楽客の散策用という

両目的のために造られたものだが、桟僑の立案者は散策する人からの収入を多く見込んでい

た190 W説得Jの中でへンリエッタが海の空気はどんな薬より効き目があるとカ説したよう
に、桟橋は潮の干満に左右されることなく海風を味わうことができた20。加えて、海の上を

歩くことが桟織の醍醐味だったのは言うまでもないだろう。

鉄道網が発達する1840-50年代、海が大衆にとって手軽な娯楽地となるにつれ、遊歩桟橋

も海浜リゾートの目玉として徐々に注目されるようになる。しかし遊歩桟備の建設には障害

がいくつかあった。桟橋の建設には国会で法案が通り、さらに市長や商工会議所など当骸海

浜地域の有力者による承認が必要だった。許可が下りても、海中への建設となるとさらに困

難を極めた。桟橋が完成してからも波浪、暴風、火災、船舶の衝突などさまざまな原因によ

る損傷の危険と隣り合わせていた。にもかかわらず、遊歩桟橋を建設 ・運営する会社が次々

と誕生し、海浜リゾートそのものがビジネスとして考えられるようになったのは、有限責任

を負う株式会社法(1856年)が成立した背景があったからだった210 1850年までは12基だった

桟橋が、 1900年には80まで数を増やし、なかには二つ以上の桟織を持つ海浜もあった22。

遊歩桟橋は言葉通り娯楽胞設と して造られた。しかし1860年代には、当時の有名な桟繍建

築家ユージーニァス ・パーチ (EugeniusBirch， 1818・84)ですら、娯楽性が十分備わった桟

橋を建築することはなかった23。パーチの転機となったのは1869年から省宇されたへイステ

イングズ但astings}の桟橋建設である。この桟橋は、設計段階から2000人収容可能な娯楽用

の大ノ4ヴィリオン建設が計画されていた。桟橋入り 口の二つの料金所と先端のパヴィリオン

は、 当時流行したオリエンタル傑式を採用。桟橋オープンは初の夏のパンク ・ホリディであ

る1872年8月5日だった。桟僑オープン初年度は482，000人、 2年目は584，000人もの行楽客が

肪れた24。

遊歩桟橋にはパヴィリ オン、コンサート ・ホーノレ、レストラン、そして後述するウインタ

ー ・ガーデンなどの遊興応設が整備するようになってし、く。とはいえ、桟怖のパヴィリオン
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建般ブームが一気に高まったというわけではなかった。先に述べたように、桟僑建造のリス

クは大きいため、 1870年代、 80年代の建股は桟橋上や先端ではなく、安全な岸辺だった。海

浜への行楽客が忽糟した1890年代になってようやく桟僑パヴィリオン建設に拍車がかかり、

パヴィリオンを備えた23の桟橋が作られた。その勢いは世紀が変わっても続き、 1900年代に

は20の桟織ノそグィリオンが新たに建設されたのである。

海浜リゾートのガラス製建築

19世紀は鉄とガラスの時代である。1851年に世界初の万国博覧会が開催されたロンドン

のハイド ・パークには、この時代を象徴するクリスタJレ・パレスが建造された。基本的情造
文書・ 2

として温室様式をとったクリスタル・パレスは、万|噂終了後、 WinterGardenとしてシデナ

ム ・ヒルへ移転。1866年の火災で建物の一部が焼失したため、それを修復して、 1871年、

当時最大級の水銀館が造られた。ガラス製の水銀館やウインター ・ガーデンは以後、海浜リ

ゾートの娯楽施設として取り入れられていくことになる。

中流階級の聞で異国の植物栽培がブームになったのは、ウォーディアン・ケース (Wardian

Case)というガラス製容器が登場したことがきっかけだった 25。 リン ・パーパー (Lynn

Barber)が『陣物館の黄金時代.!I(The Heyday 01泊 turall町story， 1820・1870)の中で指摘

しているように、 1850年代は水糟趣味と海辺の散策趣味というこつの流行が結びつき、楽し

む対象として海をとらえ始めた時期であった 26。個人の水糟趣味はほどなく水族館建設ブー

ムにとって代わる。1870年代になると、海浜リゾート各地ではこぞって水族館、あるいはウ

インター・ ガーデンの建設が始まった。こうした漣物は単に温室として使用されていただけ

ではない。コンサート ・ホー/レやダンス室、読書室などのいくつかの用途にも使用される、

まさに娯楽教養の施設だったのである。

プライトンの水族館建設は 1869年に-n工された 27。パーチは当初、高層の絡や小熔をい

くつも含むデザインを考えていたが、海の景観に怒影響があるということでこの案は却下さ

れた。1872年に水銀館が完成。薄暗い装飾的な内部は食事をしたり新聞を読んだり、あるい

は音楽会期にも人気があった。24フィート (7，3メートル)の水嶋はイルカを収容すること

もできた。以後水族館建設は、サウスポート(Southport1874年)、ブラ ックプール(Blackpool

1875年)、ヤーマス(Yarmouth1876年)、スカーパラ(Scarborough1877年)、エディンパラ

(Edinburgh 1878年)、 トーキー(百rquay1881年)などで立て続けに進み、しかも年を追

うごとに大がかりになっていった。

しかし、娯業と教育の二つの効果を口論んだ水族館は短命だった。本物の研究施設は別の

所へ移り、娯楽専門となった水族簡はスケートリンクや低俗な演芸館へ変身した。現在残っ

ているのは、大きく変貌を遂げたプライトン水族館とグレート ・ヤーマス ・ウイ ンター ・ガ

ーデンズ 28だけである。19世紀を象徴するガラスの娯楽施設は 1此紀足らずでほぼ消滅し

たのだった 29。
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英国海浜町サウスポート

ジョン・アーリはランカシャー労働者階級の殺到によって、 19世紀半ばのブラックプール

の「社会的色調が急速に低落したj と指摘している叱ブラックプールは産業労働省には人

気があったが、ノース ・ショアー(NorthShore)を除くと r[町の中心部全体が]計画性の欠如

した集落となってしまったJということだヘ一方、リヴァープールの北に位置するサウス

ポートは大きな建物や遊歩道や公園を作り、中流階級の客を引きつけ、 19世紀にはプラック

プーノレよりも繁盛していた。現在は知名度も低くなっているが、このサウスポートの海浜リ

ゾートとしての発展と衰退を、以下概観してみたし、。

サウスポートが海浜町となったのは、1792年、一軒のホテルが建設されたときにはじまる。

もともとこのあたりは砂丘だった。北部の村チャーチタウンに住んでいたウィリアム ・サッ

トン(WilliamSutton， 1752-1840)は、 リーズ ・アンド ・リヴァープーノレ運河{Leedsand 

Liverp∞，} Canal)が砂浜近くまで開通したことから、リーズ方面からの客を見込んで海水浴

客用ホテル建設を思いついた 32。現在のロード ・ストリート (LordStreet)の南端である。

当時、あたり一帯は砂浜で、人々はサットンのホテル建設を瑚笑っていた。しかし、彼が運

河からホテルまでの輸送手段を整えたことから、集客という点でサウスポートはランカシャ

ーの他の海浜地より有利となり、彼のホテノレは繁盛した.これを見て、新たにホテノレ業を始

める追随者もあらわれてきた。 19世紀になるとサウスポートは非常に栄え、 1820年には年

間2万人の旅行客が肪れるほどになった。

サウスポートの遊歩桟矯 (1859・60)を建設したのはジェイムズ・プランリス (SirJames 

Brunlees， 1816・92)である。この地では1840年代から桟繍建設が話題に上りながら、実際

の案件として取り上げられたのは 1850年代になってからだった。港の桟橋が石で土台を造

るのに対し、遊歩用の桟橋は抗を絡子構造で繁ぎ合わせる方式で作られ、安上がりの反面、

波に弱いという欠点もあった33。桟織の情造は杭、杭の上部を結合する梁、その上の板、そ

してこれら三つを繋ぎとめる筋交いから出来ている。杭は当初木製だったが、儲みが早いた

め 1840年代から鋳鉄に変わる。当時の桟橋述築家パーチは、刃が付いた抗を地中に捻じ込

む工法をとったが、プランリスは杭の内部に管を通し、水を噴射させて地面を姻りながら杭

を恩め込む独自の工法を考案した。

建設を始めてから 1年後の 1860年8月2目、使備はオープンした。これは般初の遊歩桟

織だとも呼ばれたが、装飾を排した左右対称のジョージアン様式の料金所は、娯自慢的要素が

十分ではなかった 34。しかし全長 3600フィート (1098メートル)だった桟備は、 1868年

には4380フィート {1335メートノレ)まで延長され、英国2醤目に長い筏僑として注目を集

めることになった 35。桟備を延ばしたのは、砂浜が沖合まで広がっているため、下潮のとき

に船が後近できなし、からである.長い突爆の先端で吹きさらされる遊歩者や船客のために、

まもなく待合室とレストランができた{1862年)。乗下船客の荷物運搬のためにはさらに、桟

織の中心に軌道が造られた。ポーターが手押し車を使いやすくするためだったが、遊歩者か
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らは歩くスペースが限定されるという苦情が出た。そこで桟織の幅を広げ、遊歩の部分と荷

物運微用の軌道部分を分けることにした。 1865年、荷物運搬用に蒸気機関による電車が登場

し、船客と荷物を桟矯の先端まで運ぶことができるようになった。

サウスポートのウインター ・ガーデンは 1874年9月にオープン。大衆娯楽を目的とした

ウインター・ガーデン建設の第一陣を切った。これは二つの建物が遊歩道で繋がっており、

一方はコンサート ・ホーノレを有するパグィリオン、もう一方がガラスと鉄から造られたウイ

ンター ・ガーデンとなっていた。パグィリオンは 2500人を収容することができ、 一方、温

室の述物は全長 180フィート (54メートノレ)、 一番高い部分が80フィート (24メートル)

だった。これは当時、イングランド最大級の温室だった。i凪室の 1階には水族館とレストラ

ンもできた。ちなみにこの水族館の一番の人気は子どものワエで、購入する婦人もいたとい

うことだ36。

(Southport Winter Garden. 1874. Public Oomainより)

大きさを詩った温室ではあったが実際に採算はとれず、その後も不運続きだった。パヴィ

リオンの方は 1897年に火災に遭った。設立会社は 1898年に破産。ウインター ・ガーデンは

その後、ダンス場やローラー ・スケートリンクへ変貌した後、 1933年に取り綴された。マン

チェスターの漣築家リチヤード ・フリーマン (RichardK. Freeman 1938/9-1904)は1902

年、新しいパグィリオンを建設した。これはサウスポートで最初の映画上映施設となったが、

映画館へと変わることはなく、通常は海浜娯楽施設として使用された。このパヴィリオンは

第二次世界大戦後、ヨーロツノξからの影響でカジノへと変身するが、 1969年に取り峻されて

しまう。19世紀型海浜リゾートが持っていた 「健康Jや '教化jの要素は、 20世紀後半に

は求められなくなっていったのである。
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(2011年現在のサウスポート機繍.

先舗にはパヴィリオンと電車が見える}

海浜ブームの衰退

海浜リゾートは第二次世界大戦前、空前の賑わいを見せた。毎年行楽客が、ブラックプー

ルには700万人、サウスエンドには550万人、へイスティングズには300万人、サウスポー

トとボーンマス侶ournemoutωにはそれぞれ 200万人、イーストボーン (Eastbourne)に

は100万人以上、ラムズグイト(Ramsgate)には 100万人肪れた 37。この統計からJ・ピ

ムロット (J.Pimlott)は1947年の自著において「当分の問、人気の上昇に歯止めがかかる

ことはないJと海浜ブームに楽観的な予測をしていた叱

しかしそもそもブームというものが永続することはない。憶かに戦後しばらくの問、海浜

リゾートは休暇キャンプ場として延命した。だが 1950年代にピークを迎えたこれらの休暇

キャンプ場は、 1970年代 80年代にはすでに時代遅れとなっていった。 1987年、ヨーロツ

パのレジャー ・グループ、センター・パークス (CenterParcs)がノッティンガム州シャー

ウッド (Sherwood)に開発した 400エーカーのレジャー施設には、 ドーム内に人口の海浜

が造られた 390 r海浜リゾートjはもはや海辺である必要はなくなったのである。

ブーム衰退の最大の理由は海への魅力がなくなったことである。 19世紀の海浜リゾートの

発展は、産業化による都市の汚染のために、海浜での散策や水浴などの健康僧進を求めたこ

とが背景にあった。加えて、労働者階級を f組織化されたリクリエーションで教化Jしよう

とする目論見もあった。しかし、やがて健康のために海ではなく太陽が求められようになり、

地中海方面への旅へと休暇旅行も変化していったベ粗野な労働者は文化的な市民へと成長

したのである。鉄道の輸送力を背景とした 19枇紀の大衆の休暇が集団での旅だったのに対

し、 20世紀後半には個人を対象とするパッケージ海外旅行が主流となってきている。

海浜ブームが去った後、脳設、とりわけ桟織はどうなったのだろうか。すでに 39の桟橋

は焼失したり凪に流されたりした。残った桟橋も、海浜行楽客が激減した現在、保存や修復

のための財源確保が厳しい。海浜伎織の保全と散策の楽しみを持続していくために、 1979

年、国立桟橋協会 (NationalPiers Society)が設立された。住摘をこよなく愛し、 「桟備は

サウスエンドだ。サウスエンドは桟俄だJと語った英国桂冠詩人サー ・ジョン ・ベッチマン
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(S立JohnBetjeman 1906・1984)がその初代名誉会長であるへここには英国人の歴史的遺産

保護への思いと実践力が見て取れる。桟橋の残存はこうした不断の実践にかかっているので

ある。
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